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化学合成化石群集研究の現状と課題
Current status and problems of studies on ancient fossil chemosynthetic communities
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Lonsdale (1977)が初めて熱水噴出口周辺から奇妙な深海生態系（のちに化学合成生態系だと発覚）を報告してから約
40年が経とうとしている．この間，化学合成生態系は熱水噴出孔のみならず，メタン湧水や鯨骨，沈木などからも発見
された．それぞれの化学合成生態系は化石記録でも認識され，地質時代を通じた化学合成生態系の変遷が理解されつつ
ある．また，化学合成生態系が成立する極限環境への進化様式について現生・化石双方から様々な仮説が提唱されてい
る．一方で化学合成化石群集を研究する上での課題も見えてきた．本発表ではこれまでの化学合成化石群集研究のまと
めを行い，今後の進展へ向けた課題の整理を行う．特に化学合成化石群集の認定，時間軸と地域で見られる化石記録の
偏在性，現生生物の分子生物学的解析から示される分岐年代と化石記録の整合性に着目した発表を行う．
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